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●オモト 

・万年青・おほもと 

　暖地の山林樹下に自生し、古くから観賞用に栽培され
るユリ科の多年生常緑草本です。花は夏の頃、穂状緑黄
色の細花をつけます。秋に実を結び、冬に朱色となり、
冬から早春まで美しい姿を見せます。 
　日本古来の植物で、福井県敦賀には国の天然記念物に
指定された自生地があります。品種も多く、昭和年代の
名鑑には160種の記述があります。 
　葉が冬になっても青いので「万年青」の字があてられ
ますが、牧野博士はオモトの名は株が大きいので大本か
らきていると述べ、またオモトの名産地である九州宮崎
の御許山からきているとの説もあります。 

「赤き実の万年青のそばの残雪のこぼれるままに春に入る
かな」　金子薫園 

●キモチがわかる子ども 

●Eメール 
　office@maruko-town.ne.jp 

●ホームページ 
　http://www.maruko-town.ne.jp 

●町長室専用ファックス 
  （町づくりアクティブライン） 
　Fax 0268-42-3388 

●毎月15日は町長との対話サロン 
  【問】�0268-42-1011　企画課情報係 

●人口 

男…………12,145 （－ 6 ） 

女…………12,848 （－21） 

総数………24,993 （－27） 

世帯数……・・8,913 （－12） 

�緑あふれる郷土を愛し、豊 
　かな町をつくりましょう。 

�仕事に励み、伸びゆく産業 
　の町をつくりましょう。 

�平和を愛し、心のふれあう 
　楽しい町をつくりましょう。 

�教養を深め、香り高い文化 
　の町をつくりましょう。 

�健康で幸せを願い、希望に 
　満ちた町をつくりましょう。 

●広報に掲載されたあなたの写真差し上げます。丸子町役場企画課情報係まで　�42-1011　有線2-4882

JQA-EM1393

丸子町は環境ISO14001を取得しています。 PRINTED WITH 

SOY INK
TM

Trademark of American Soybean Association

大豆油インクを使用しています。 
古紙配合率100％再生紙を使用 

古紙100％再生紙を使用しています。 

おおもと 

お も と や ま  

お　も　と  

　今月の表紙は、西内小学校で行われた収穫祭の様子から。 
　11月25日、西内小では毎年恒例の収穫祭があり、全校
生徒による餅つきが行われました。この餅つきで使ったお
米は、5年生が中心になって今年作ってきたもので、10月
に1年生から6年生までが一緒に稲刈りをして用意しました。
この日は4、5年生と父兄らが中心になって餅つきや食事
会場の準備。用意が整うと、学年ごと順番に餅つきを始め
ました。 
　最初に餅つきをした1年生はとてもユニークな掛け声でお友達を応援。きねで餅をつくたびに「痛いよ、痛
いよ」、父兄が餅を返せば「気持ちいいよ」と大合唱。食べ物の気持ちがわかる元気な子供たちでした。 

12月1日現在 

撮影場所：中丸子 
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今月の主な今月の主な内容内容 今月の主な内容 

ここまで進んだ合併協議②・・・・・・・・・・・・・2P 
下水の料金が変わります ・・・・・・・・・・・・・・4P 
スペシャルオリンピックスがやってくる ・・・8P 
男女共同参画社会づくり56 ・・・・・・・・・・10P 
生涯学習人材バンクのご利用案内 ・・・・・・13P 
再確認　わが家の地震対策 ・・・・・・・・・・・16P16P
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「まち」の名前と「大字」の扱い 
新  

市
名
称（
候
補
）決
ま
る 

町  

名
や
字
名
は
ど
う
な
る
の 

こ 

仮に合併した場合にどうなるのか、

上田市・丸子町・真田町・武石

村（4市町村）と丸子町・長門町・

武石村・和田村（4町村）の合

併協議会での調整結果をお知

らせします。（内容は平成16年

12月15日現在） 

2

ここまで 
進んだ 
合併協議 

【問】企画課合併対策室　�42-3247　有線2-4510

上
田
市
・
丸
子
町
・
真
田
町
・
武
石
村

は
「
上
田
市
」 

 

　
四
市
町
村
の
新
市
名
称
候
補
は
平
成
十

五
年
六
月
の
一
カ
月
間
、
現
町
村
名
を
含

ん
で
公
募
さ
れ
ま
し
た
。
応
募
総
数
は
二

千
八
百
五
十
七
通
・
二
百
九
十
四
種
類
で
、

丸
子
町
内
か
ら
は
百
七
十
八
通
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
応
募
数
等
か
ら
「
上
田
（
う

え
だ
）
市
・
真
田
（
さ
な
だ
）
市
・
う
え

だ
市
」
の
三
候
補
に
絞
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
十
六
年
十
二
月
十
一
日
、
真
田
町
委

員
の
名
称
へ
の
想
い
を
お
聞
き
し
た
う
え

で
全
員
一
致
で
「
上
田
市
」
と
な
り
ま
し

た
。（
別
表
一
） 

  

丸
子
町
・
長
門
町
・
武
石
村
・
和
田
村

は
三
候
補 

 

　
四
町
村
の
新
市
名
称
候
補
は
、
平
成

十
六
年
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
応

募
を
募
り
ま
し
た
。
有
効
応
募
数
は
四

百
九
通
・
六
十
九
種
類
で
、
う
ち
丸
子

町
内
か
ら
の
応
募
は
百
八
十
二
通
で
し
た
。

名
称
候
補
選
定
小
委
員
会
で
五
点
を
候

補
と
し
十
二
月
十
五
日
の
合
併
協
議
会
で
、

投
票
に
よ
り
、「
依
田
窪
（
よ
だ
く
ぼ
）

市
・
美
ヶ
原
（
う
つ
く
し
が
は
ら
）
市
・

丸
子
（
ま
る
こ
）
市
」
の
上
位
三
点
に

絞
ら
れ
ま
し
た
。（
別
表
二
） 

      

　
現
在
丸
子
町
は
、
町
内
十
三
の
区
域

を
「
大
字
」
と
し
て
い
ま
す
。
新
市
の

名
称
と
関
連
し
ま
す
が
、
合
併
し
た
場
合
、

西
内
・
上
丸
子
等
の
「
現
在
の
大
字
の

名
称
」
に
現
町
名
「
丸
子
町
」
を
付
け

大
字
と
す
る
（
○
○
市
大
字
丸
子
町
上

丸
子
△
番
地
）
か
、
そ
も
そ
も
「
大
字
」

と
い
う
字
句
を
残
す
か
、
と
い
う
問
題

で
す
。 

　
な
お
、
市
の
区
域
内
の
「
町
」
は
「
大

字
」
と
同
様
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、「
○

○
市
丸
子
町
大
字
上
丸
子
△
番
地
」
と

は
で
き
ま
せ
ん
。 

　
そ
こ
で
、「
大
字
」
の
字
句
を
残
す
場

合
に
は
「
○
○
市
大
字
上
丸
子
△
番
地
」

「
○
○
市
大
字
丸
子
町
上
丸
子
△
番
地
」

「
○
○
市
大
字
丸
子
上
丸
子
△
番
地
」
と

な
り
ま
す
。 

　
一
方
、「
大
字
」
の
字
句
を
付
け
な
い

場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
、「
○
○
市
上
丸
子
△

番
地
」「
○
○
市
丸
子
町
上
丸
子
△
番
地
」

「
○
○
市
丸
子
上
丸
子
△
番
地
」
と
な

り
ま
す
。 

  

上
田
市
・
丸
子
町
・
真
田
町
・
武
石
村 

 

　
四
市
町
村
で
は
、
大
字
の
字
句
を
付

け
な
い
の
で
、
現
在
の
「
丸
子
町
大
字

上
丸
子
△
番
地
」
は
「
上
田
市
（
丸
子
町
・

丸
子
・
ま
る
こ
）
上
丸
子
△
番
地
」
と

な
り
、「
丸
子
町
・
丸
子
・
ま
る
こ
」
の

い
ず
れ
が
入
る
か
、
入
ら
な
い
か
に
つ

い
て
は
実
際
の
合
併
日
ま
で
に
調
整
す

る
と
い
う
方
針
で
す
。 

  

丸
子
町
・
長
門
町
・
武
石
村
・
和
田
村 

 

　
四
町
村
で
は
、
今
ま
で
大
字
の
な
か
っ

た
和
田
村
の
区
域
を
大
字
と
し
ま
す
が
、

「
大
字
」
の
字
句
を
残
す
か
、「
丸
子
町
」

等
の
現
町
村
名
に
つ
い
て
ど
う
す
る
か
は
、

新
市
の
名
称
が
決
定
さ
れ
る
と
き
に
併

せ
て
考
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

   

こ
に
紹
介
で
き
た
の
は
ほ
ん
の
一

部
で
す
。
毎
月
そ
れ
ぞ
れ
の
協
議

会
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
「
合
併
協
議

会
だ
よ
り
」
を
ご
覧
に
な
り
、
将
来
に

向
け
た
責
任
あ
る
判
断
を
お
願
い
し
ま
す
。 

上
田
市
・
丸
子
町
・
真
田
町
・
武
石
村
合
併
協
議
会 

丸子町・長門町・武石村・和田村合併協議会 

「
上
田
」
は
上
田
庄
、
上
田
藩
、
上
田
城
な
ど
歴
史
的
に
も
由

緒
あ
る
名
称
で
あ
り
、
全
国
的
に
も
知
名
度
が
あ
る
。
ま
た
、

住
民
の
定
着
度
も
高
く
親
し
み
が
あ
る
。
全
応
募
者
の
64
％
と

い
う
圧
倒
的
な
支
持
も
あ
り
、
小
委
員
会
で
は
第
一
候
補
と
し

て
選
定
し
た
。 

上
田
市 

　（
う
え
だ
し
） 

真
田
市 

　（
さ
な
だ
し
） 

う
え
だ
市 

　（
う
え
だ
し
） 

上
田
地
域
は
、
真
田
昌
幸
、
幸
村
な
ど
真
田
一
族
発
祥
の
地
で

あ
り
、「
真
田
」
は
全
国
的
に
も
知
名
度
が
あ
る
。
応
募
数
で

は
、
上
田
市
に
つ
い
で
第
二
位
で
あ
っ
た
。 

「
上
田
」
と
い
う
名
称
は
、
全
国
的
に
も
知
名
度
が
あ
る
。
発

音
を
そ
の
ま
ま
に
平
仮
名
の
「
う
え
だ
」
と
す
る
こ
と
で
、
よ

り
親
し
み
や
す
く
、
人
に
や
さ
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
出
せ
る
。
応

募
数
で
は
、
上
田
市
、
真
田
市
に
次
い
で
第
三
位
で
あ
っ
た
。 

名
称
候
補 

選
定
理
由 

応
募
数（
割
合
） 

1,840通 
（64％） 

238通 
（8％） 

64通 
（2％） 

・
全
国
的
に
有
名
な
観
光
地
で
、
知
名
度
が
高
く
県

外
の
人
で
も
わ
か
り
や
す
い
。 

・
夢
が
あ
っ
て
言
葉
の
響
き
も
よ
い
。 

美
ヶ
原
市 

（
う
つ
く
し
が
は
ら
し
） 

丸
子
市 

　（
ま
る
こ
し
） 

依
田
川
市 

　（
よ
だ
が
わ
し
） 

・
依
田
窪
の
中
心
で
人
口
も
多
い
。 

・
知
名
度
が
高
い
。 

・
依
田
川
の
清
流
は
四
町
村
に
関
係
し
て
い
る
。 

・
依
田
川
を
通
じ
て
一
つ
の
地
域
と
な
っ
て
い
る
。 

名
称
候
補 

選
定
理
由 

応
募
数（
割
合
） 

投
票 

結
果 

61通 
（15％） 

15通 
（4％） 

30通 
（7％） 

よ
だ
く
ぼ
市 

　（
よ
だ
く
ぼ
し
） 

・
地
域
名
と
し
て
知
ら
れ
定
着
し
て
い
る
。 

・
ひ
ら
が
な
の
方
が
柔
ら
か
く
親
し
み
や
す
い
。 

47通 
（12％） 

依
田
窪
市 

　（
よ
だ
く
ぼ
し
） 

・
古
く
か
ら
呼
ば
れ
て
お
り
、
歴
史
、
文
化
、
地
理

的
特
徴
、
イ
メ
ー
ジ
を
最
も
よ
く
表
し
て
い
る
。 

・
様
々
な
場
面
で
現
在
も
使
わ
れ
て
お
り
、
住
民
が

受
け
入
れ
や
す
い
。 

120通 
（29％） 

109点 86点 75点 85点 110点 

■
別
表
一 

■
別
表
二 

合併対策室だより 
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四
月
か
ら 

下
水
の
料
金
が
変
わ
り
ま
す
。 
四
月
か
ら 

下
水
の
料
金
が
変
わ
り
ま
す
。 

　
10
月
6
日
に
開
催
さ
れ
た
下
水
道
審

議
会
（
箱
山
源
一
会
長
）
並
び
に
特
定

環
境
保
全
公
共
下
水
道
審
議
会
（
小
林

孝
会
長
）
に
お
い
て
、
町
は
下
水
道
料

金
改
定
に
つ
い
て
の
諮
問
書
を
両
審
議

会
に
提
出
し
ま
し
た
。
審
議
に
先
だ
ち

堀
内
町
長
か
ら
、「
丸
子
町
の
下
水
道

事
業
は
、
公
共
・
特
環
・
農
排
の
三
つ

に
分
か
れ
、
水
洗
化
率
は
76
％
を
超
え

事
業
の
進
捗
に
伴
い
加
入
世
帯
も
伸
び

て
き
て
お
り
、
公
共
下
水
道
丸
子
処
理

区
の
工
事
は
平
成
22
年
度
ま
で
に
は
完

了
さ
せ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今

後
の
健
全
な
経
営
を
目
指
す
た
め
に
経

営
状
況
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
だ
き
、

適
正
な
料
金
に
つ
い
て
答
申
を
い
た
だ

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
供
用

開
始
か
ら
25
年
を
目
標
に
資
本
費
の
50

％
相
当
を
回
収
で
き
る
料
金
体
系
に
し

た
い
と
し
て
諮
問
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
を
受
け
て
両
審
議
会
は
、
合
同

の
審
議
会
を
三
回
、
単
独
を
そ
れ
ぞ
れ

一
回
ず
つ
開
催
し
、
11
月
18
日
に
両
審

議
会
長
か
ら
町
長
に
対
し
て
答
申
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
事
業
体
系

に
よ
り
異
な
る
基
本
料
金
に
つ
い
て
は

一
律
に
す
る
」「
超
過
料
金
を
公
共
2
・

1
％
、
特
環
5
・
8
％
、
農
集
排
3
・
5

％
値
上
げ
す
る
」
な
ど
が
示
さ
れ
ま
し

た
。 

　
こ
の
答
申
を
受
け
て
、
12
月
議
会
に

条
例
の
改
正
案
を
提
出
し
、
料
金
改
定

が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。 

　
付
帯
意
見
に
も
あ
る
よ
う
に
、
処
理

場
の
維
持
管
理
費
縮
減
に
一
層
努
力
す

る
と
共
に
、
使
用
料
収
入
増
の
た
め
水

洗
化
を
向
上
し
、
計
画
的
な
加
入
促
進

も
図
っ
て
い
き
ま
す
。
供
用
開
始
に
な
っ

た
地
域
の
皆
様
に
は
、
早
め
に
接
続
し

て
い
た
だ
き
、
快
適
な
生
活
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

下
水
道
料
金
改
定
の
答
申
が
出
さ
れ
る 

11月18日、箱山下水道審議会長と小林特定環境保全
公共下水道審議会長から町長に答申書が手渡された。 

改
定
後
の
下
水
道
使
用
料
金
表 

※上記に定めるところにより算出した合計額に1.05を乗じて得た額 

西内処理区下水道使用料金表（１ヵ月につき）　【改定率：基本使用料9.5％・超過使用料5.8％】 

基本使用料 

使用水量 改定前 改定後 使用水量 改定前 改定後 

10�まで 1,370円 1,500円 10�を超える分 137円  145円 

超過使用料 

農業集落排水施設下水道使用料金表（１ヵ月につき）　【改定率：3.5％】 

基本使用料 

使用水量 改定前 改定後 使用水量 改定前 改定後 

10�まで 1,450円 1,500円 10�を超える分 145円  150円 

超過使用料 

丸子処理区下水道使用料金表（１ヵ月につき）　【改定率：2.1％】 

基本使用料 

使用水量 改定前 改定後 使用水量 改定前 改定後 

10�まで 1,470円 1,500円 

11�～30�まで 157円  160円 

31�～50�まで 167円  170円 

51�～100�まで 177円  180円 

100�以上 187円  190円 

超過使用料 

（
平
成
17
年
4
月
徴
収
分
か
ら
適
用
） 

諮問書 

改定の基本方針 
　2年ごとに経営状況及び使用料金について検討することとし、当面
の目標を供用開始から概ね25年までに、資本費の50％相当額まで回
収できる料金体系にする。 
  
1、使用料対象経費と改定の基本方針 
　2年毎に経営状況及び使用料改定について検討することとし、当
面の目標を供用開始から概ね25年までに、資本費の50％相当額まで
回収できる料金体系にすることとする。 
　その考え方の基本は、以下の点による。 
�前回の料金改定に際して「国の下水道財政研究委員会の提言に
あるとおり『使用料対象経費は、汚水にかかる維持管理費及び資
本費のうち公費で負担すべき費用を除き、その全額を対象とするこ
とが適当である』とされており、資本費についてもある程度使用料
で回収することが適当である」との審議会答申を得ている。 
�前回の改定対象が特定環境保全公共下水道だけであったが、11
年経過して初めての諮問であり、諮問した率が33.6％で、答申の改
定率が24.6％と高率のものであった。住民負担から見れば改定率
はなるべく平準化することが望ましいと判断する。 
  
2、使用料金体系並びに改定率 
 　別表参照 
  
3、適用時期 
 　平成17年4月1日から適用する。 

答申書 

1、使用料対象経費と改定の基本方針 
　諮問に示された基本方針を了とし、原則として2年毎に使用料金の
改定について検討することが適当である。なお、当分の間地方債元
利償還金の二分の一については、一般会計で補填することを原則と
する。また、当面使用料で残りの二分の一が賄えない間は一般会計
で補填することが望ましい。 
  
2、使用料金体系並びに改定率 
　別表のとおりとする。なお、特定環境保全公共下水道の料金体系
については、昨今の経済情勢の下、激変緩和が必要と判断し、調整
を加えた。 
  
3、適用時期 
　平成17年4月以降徴収する使用料からの適用とすることが適当で
ある。 
  
4、付帯意見 
�効率的な管理運営に努め、直接的な維持管理費をより一層節減
するよう努力することを求める。 
�直接的に下水道経営に影響する水洗化率の向上対策に自治会
組織の協力を求めるなど創意工夫をより一層図ることを求める。 

�住民理解を得るため、丸子町特定環境保全公共下水道、丸子町
公共下水道、丸子町農業集落排水施設の経営状況の公表をより
一層積極的に行われることを求める。 
�丸子町特定環境保全公共下水道、丸子町公共下水道、丸子町農
業集落排水施設は設立の経過・受益者負担金等現況の違いはあ
るが、丸子町が一つの料金体系になることが適当と判断する。 

下水道使用料改定 
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下水道使用料改定 

下
水
道
事
業
会
計
の
経
営
状
況 

　
公
共
下
水
道
事
業
丸
子
処
理
区
の
工

事
は
平
成
16
年
3
月
末
で
第
2
期
工
事

を
終
了
し
ま
し
た
。
4
8
6
�
（
全
体

計
画
の
約
64
・
8
％
）
の
整
備
が
完
了
、

平
成
16
年
4
月
1
日
現
在
で
供
用
開
始

72
・
2
％
と
な
り
、
1
万
1
5
2
8
人

（
74
・
6
％
）
の
皆
さ
ん
が
下
水
道
を
使

用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
定
環
境
保

全
公
共
下
水
道
の
西
内
処
理
区
は

1
1
6
4
人
（
98
・
0
％
）、
農
業
集
落

排
水
事
業
三
地
区
で
は
1
4
2
2
人

（
90・3
％
）の
皆
さ
ん
が
使
用
し
て
い
ま
す
。 

　
下
水
道
は
、
そ
の
整
備
に
よ
っ
て
ト

イ
レ
の
水
洗
化
が
可
能
に
な
る
な
ど
、

生
活
環
境
の
向
上
と
い
う
私
的
便
益
に

資
す
る
面
も
あ
り
ま
す
が
、
主
と
し
て

公
衆
衛
生
の
向
上
、
浸
水
対
策
、
水
質

保
全
と
い
っ
た
公
的
役
割
を
担
う
社
会

資
本
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
公
共

施
設
の
整
備
は
、
相
当
部
分
を
公
的
資

金
を
も
っ
て
行
う
こ
と
が
基
本
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
汚
水
処
理
に
係
る
維
持
管
理
費
に
つ

い
て
は
、
原
則
と
し
て
使
用
者
負
担
と

す
る
こ
と
が
適
当
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金

に
つ
い
て
は
、
そ
の
性
質
上
公
費
で
負

担
す
べ
き
も
の
が
地
方
財
政
計
画
に
計

上
さ
れ
、
高
資
本
費
対
策
経
費
等
（
基

準
内
繰
入
金
）
の
財
源
措
置
が
講
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
15
年
度
、
丸
子
処
理
区
管
理
運

営
費
の
維
持
管
理
費
は
9
7
1
8
万
円
、

公
債
費
の
元
利
償
還
金
は
5
億

1
9
2
0
万
円
、
歳
入
は
使
用
料
収
入

が
1
億
8
0
2
5
万
円
、
一
般
会
計
繰

入
金
は
4
億
3
6
1
3
万
円
（
う
ち
基

準
内
繰
入
金
2
億
3
1
5
5
万
円
）
で

し
た
。
汚
水
処
理
費
の
全
て
は
使
用
料

で
賄
わ
れ
、
資
本
費
（
建
設
資
金
の
元

利
償
還
金
）
へ
の
充
当
割
合
は
23
・
8

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
西
内
処
理
区
管
理
運
営
費
の
維
持
管

理
費
は
3
7
7
0
万
円
、
公
債
費
の
元

利
償
還
金
は
1
億
9
1
7
万
円
、
歳
入

は
使
用
料
収
入
が
6
9
2
2
万
円
、
一

般
会
計
繰
入
金
は
7
7
6
5
万
円
（
う

ち
基
準
内
繰
入
金
1
4
8
8
万
円
）
で

し
た
。
汚
水
処
理
費
の
全
て
は
使
用
料

で
賄
わ
れ
、
資
本
費
へ
の
充
当
割
合
は

33
・
4
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
農
業
集
落
排
水
事
業
の
管
理
運
営
費

は
維
持
管
理
費
3
0
5
7
万
円
、
公
債

費
の
元
利
償
還
金
は
7
3
0
8
万
円
、

使
用
料
収
入
が
1
6
2
9
万
円
、
一
般

会
計
繰
入
金
は
8
7
3
6
万
円
（
う
ち

基
準
内
繰
入
金
3
8
8
9
万
円
）
で
、

使
用
料
で
賄
わ
れ
る
汚
水
処
理
費
は
53

・
3
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。 

　
公
共
下
水
道
事
業
会
計
及
び
農
業
集

落
排
水
事
業
会
計
へ
の
一
般
会
計
繰
入

金
は
建
設
事
業
費
も
合
わ
せ
て
7
億

1
4
2
7
万
円
（
う
ち
基
準
内
繰
入
金

2
億
8
5
3
2
万
円
）
と
な
っ
て
お
り
、

一
般
会
計
に
と
っ
て
重
い
負
担
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
今
後
維
持
管
理
の
段
階
に
お
い
て
コ

ス
ト
の
縮
減
と
施
設
の
効
率
化
、
そ
し

て
適
切
な
使
用
料
設
定
、
水
洗
化
率
の

推
進
に
よ
り
、
費
用
の
削
減
と
使
用
料

の
増
収
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
※
基
準
内
繰
入
金
＝
借
入
返
済
金
の
う
ち

　
　
普
通
交
付
税
で
措
置
さ
れ
る
も
の 

　
げ
ん
き
ま
る
こ
産
業
フ
ェ
ス
タ
'04
の

下
水
道
フ
ェ
ア
会
場
に
お
い
て
大
勢
の

皆
さ
ん
に
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
入
選
作
品
は
下
水

道
の
Ｐ
Ｒ
用
冊
子
に
使
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

  

○
最
優
秀
賞 

　
き
れ
い
だ
ね 

　
　
水
も
自
然
も
　
み
ん
な
の
心
も  

　
　
　
　
上
丸
子
　
齊
藤
ゆ
り
子
さ
ん 

○
優
秀
賞 

　
清
流
を
　
孫
子
に
残
す
　
下
水
道   

　
　
　
　
生
　
田
　
市
川
　
祥
一
さ
ん 

　
環
境
の
　
美
化
に
大
役
　
下
水
道   

　
　
　
　
上
田
市
　
竹
内
　
　
栄
さ
ん 

○
佳
　
作 

　
下
水
道 

　
　
上
手
に
使
っ
て
　
き
れ
い
な
水  

　
　
　
　
中
丸
子
　
小
平
は
じ
め
さ
ん 

　
清
ら
か
な 

　
　
流
れ
と
共
に
　
未
来
ま
で 

　
　
　
　
塩
　
川
　
石
川
八
津
美
さ
ん 

　
下
水
道 

　
　
ぼ
く
ら
の
未
来
に
　
つ
づ
い
て
る  

　
　
　
　
上
田
市
　
清
水
　
　
穂
さ
ん 

 

■
ご
注
意
く
だ
さ
い 

役
場
が
依
頼
し
た
か
の
よ
う
に
下
水
道

管
の
清
掃
を
勧
め
る
業
者
が
い
ま
す
が
、

町
か
ら
業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
宅
内
排
水
管
の
清
掃
は
必
要

で
す
が
、
信
頼
で
き
る
業
者
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。 

下
水
道
啓
発
標
語
の 

　
　
　 

入
選
作
品
の
発
表 

【問】上下水道課下水道普及係  �42-1055  有線2-4902
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こんなにいました 
　  健康家族！！ 

　まだまだ寒い日が続いています。コタツから出ら
れずに運動不足になっていませんか？ 
　町では今年度も国民健康保険加入者で、3年連続
または1年間（平成15年4月1日～平成16年3月31日）
一度もお医者さんにかからなかった世帯に、健康で
あったことをお祝いして記念品を贈ります。 
　記念品を受領された世帯の皆さまは、日頃から健
康に留意されてお医者さんにかからなかったのは勿
論ですが、国民健康保険税も良好に納めていただき
ました。 

医療費 
0円 

医療費 
0円 

国保税 

100％完納 
国保税 

100％完納 

お問い合わせは　丸子町役場　生活課　国保年金係　�42-1053　有線2-4493

得 な 知 恵 さ この時期、新年会などでお酒の量も増えます。つい飲みすぎてしまう人は、肝機能を高めてくれる良質なたんぱく質をおつまみにしてはいかがですか。 

と 

く 

な 

ち 

え 

さ 

豆腐 

果物 

納豆 

チーズ 

枝豆 

刺身 

植物性たんぱく質で 
低エネルギー 

柿、りんごは 
二日酔いに有効 

二日酔い防止に 
効果あり 

良質のたんぱく質。 
低脂肪の白身魚を 

植物性たんぱく質が豊富 

植物性たんぱく質が豊富 

平成15年度健康家族の世帯数と人数 

無受診 

3年連続 

1年間 

合　計 

世帯数 

28 

100 

128

人　数 

29 

124 

153  

うち70歳以上 

13 

41 

54

節約できた医療費 

平成15年度一人当たり医療費387,007円（※） 
　　　　　　　　　　×153人＝59,212,071円 
※丸子町国保加入者の15年度の平均的な一人当たりの医療費 

　二人そろってお医者さんにかからず毎日を元気に過ごされています。

普段は畑で野菜を作ったり、庭の草花の手入れをしたりしています。 

　二人の趣味をお尋ねしますと千昭さんは鳥を飼うのが好きで趣味と

いうよりは、ご本人いわく道楽で育てますと。卵から孵化させて大き

く成長させる過程が楽しみとのことです。現在、孔雀をはじめ金鶏、

七面鳥、アヒル、鳩など100羽くらいを飼育していて、まるで動物園

のようです。鳥小屋の中に入れていただきましたが鳥たちは不意の訪問者にも驚かず、訪問者を突っつくことも

ありませんでした。また、つねよさんはこれからの農閑期にはパッチワークや編み物などをしてお過ごしになる

そうです。 

　生き物がいるので遠出はできないとおっしゃる中村さんご夫妻、これからもお元気でお過ごしください。 

平成15年度健康家族のご紹介 
東内横辻にお住まいの中村千昭（76歳）・つねよ（71歳）さんご夫妻 
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街
に 

が
や
っ
て
く
る 

ほほえみ　記 
12

軽井沢町　谷川 みち子 さん 

●
こ
の
記
事
は
保
健
福
祉
課
で
選
考
し
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
二
月
二
十
六
日
か
ら
三
月
五
日
ま
で
の
八

日
間
、長
野
市
を
中
心
に
、世
界
約
八
十
カ
国

の
「
ア
ス
リ
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
る
選
手
達
が
、ス

キ
ー
や
ス
ケ
ー
ト
、フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
と
い
っ
た

種
目
を
「
競
う
」
の
で
は
な
く
、日
常
の
練
習

の
成
果
を
発
表
す
る
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

  
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
知
ら
な
い
方
は
い
な

い
で
し
ょ
う
。
七
年
前
に
長
野
市
を
中
心

に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
大
会
が
開
催
さ
れ

た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
か
と
思

い
ま
す
。
で
も
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ス
（
以
下
Ｓ
Ｏ
「
エ
ス
オ
ー
」）
の
こ
と

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
ス
ペ
シ
ャ
ル
（
特
別
）

な
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
？
　
答
え
は
ノ
ー
で
す
。

Ｓ
Ｏ
は
知
的
発
達
障
害
の
あ
る
人
た
ち
に
、

様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
そ
の

成
果
の
発
表
の
場
で
あ
る
競
技
会
を
、
年

間
を
通
じ
て
提
供
し
て
い
る
国
際
的
な
ス
ポ
ー

ツ
組
織
で
あ
り
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
か
ら
正
式
に
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
い
う
言
葉
の
使
用
が
認
め
ら
れ
て
い

る
活
動
の
こ
と
で
す
。
障
害
の
あ
る
人
た

ち
の
競
技
大
会
と
い
う
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
有
名
で
す
が
、
こ
ち
ら
は
主
に
「
身
体
」

の
障
害
の
あ
る
方
が
、
Ｓ
Ｏ
は
「
知
的
」

の
障
害
が
あ
る
方
の
大
会
で
す
。
Ｓ
Ｏ
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参
加
す
る
選
手
の
こ
と

を
「
ア
ス
リ
ー
ト
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

Ｓ
Ｏ
の
活
動
は
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
健
康
や

体
力
増
進
、
競
技
力
の
向
上
を
促
進
す
る

こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
人
と
の
交

流
に
よ
り
社
会
性
を
育
て
、
社
会
的
自
立

を
促
進
す
る
こ
と
も
大
き
な
目
的
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

      
　
Ｓ
Ｏ
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
い
っ
た
競
技
会
と
違
う
点
が
い

く
つ
か
あ
り
ま
す
。 

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

名
称
は
、
そ
の
競
技
大
会
の
み
を
意
味
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
Ｓ
Ｏ
は
日

常
的
に
行
わ
れ
て
い
る
活
動
を
も
含
み
、

こ
れ
を
最
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
ア
ス
リ
ー

ト
が
生
活
す
る
地
域
の
施
設
（
体
育
館
等
）

を
会
場
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

の
も
と
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
基
本

で
あ
り
、
ア
ス
リ
ー
ト
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
勇
気
を
身
に
つ
け
達
成
す
る
喜
び
を
知

り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
知
的
発
達
障

害
に
対
す
る
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
人
と

し
て
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
す
。
Ｓ
Ｏ
は

一
過
性
の
も
の
で
は
な
く
、
今
日
も
世
界

の
ど
こ
か
で
誰
か
が
Ｓ
Ｏ
に
参
加
し
て
い

ま
す
。 

　
競
技
会
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
は
、
知

的
発
達
障
害
と
一
言
で
い
っ
て
も
「
自
閉
症
」

「
ダ
ウ
ン
症
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
人
そ
れ

ぞ
れ
に
個
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
Ｓ
Ｏ

で
は
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
可
能
性
が
最
大
限

に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
年
齢
、
性
別
、

競
技
能
力
の
達
成
度
な
ど
に
応
じ
て
ク
ラ

ス
分
け
を
す
る
こ
と
で
、
同
程
度
の
競
技

能
力
レ
ベ
ル
で
競
い
合
い
ま
す
。
ま
た
予

選
落
ち
は
な
く
、
出
場
選
手
全
員
が
決
勝

に
進
み
、
全
員
が
表
彰
台
に
立
ち
表
彰
を

受
け
ま
す
。
国
や
地
域
の
競
争
と
い
う
考

え
方
が
な
い
こ
と
か
ら
、
国
歌
の
演
奏
も

国
旗
の
掲
揚
も
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
中

で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た
ア
ス
リ
ー
ト
全
員

が
勝
利
者
と
い
っ
た
素
敵
な
大
会
で
す
。 

    　
二
月
、
Ｓ
Ｏ
冬
季
世
界
大
会
が
長
野
に
や
っ

て
き
ま
す
。 

　
Ｓ
Ｏ
で
は
、
競
技
以
外
に
も
様
々
な
交

流
の
た
め
の
活
動
が
あ
り
、
代
表
的
な
も

の
と
し
て
「
ト
ー
チ
ラ
ン
」
と
「
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
あ
り
ま
す
。 

　
ト
ー
チ
ラ
ン
と
は
聖
火
リ
レ
ー
の
こ
と

で
あ
り
、
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
テ
ネ
で
採
火
さ

れ
た
「
希
望
の
火
」
を
大
会
開
催
前
に
県

内
リ
レ
ー
す
る
も
の
で
、
丸
子
町
に
も
二

月
二
十
四
日
（
木
）
に
到
着
し
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。 

　
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
大
会

に
参
加
す
る
約
八
十
の
国
と
地
域
の
選
手

団
を
市
町
村
等
で
受
け
入
れ
、「
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
」
と
し
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
基
本
に

大
会
開
催
前
の
二
月
二
十
二
日
（
火
）
か

ら
二
十
五
日
（
金
）
ま
で
の
四
日
間
、
言

語
や
障
害
を
越
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
、
障
害
者
理
解
及
び
国
際
交

流
を
促
進
す
る
も
の
で
す
。
丸
子
町
も
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
、
中
米
の
ホ
ン
ジ
ュ

ラ
ス
共
和
国
の
選
手
団
、
約
二
十
名
を
受

け
入
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
（
詳

細
に
つ
い
て
は
二
月
号
で
掲
載
し
ま
す
）。 

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス 

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス 

その
1

写真提供：ＳＯ日本 白熱するフロアホッケーの試合 

アイルランド大会でのホストタウンの様子 

Ｓ
Ｏ
の
特
徴 

丸
子
町
に
も
や
っ
て
く
る 

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
と
は 

◆大会の名称：2005年スペシャルオ
リンピックス冬季世界大会・長野 

◆開催時期：2005年2月26日（土）～3月5
日（土）の8日間 
◆参加国・地域数：約80カ国・地域 
◆参加人員：選手約3,150人　ボランティア
約8,500人 
◆開会式・閉会式：長野市のエムウェーブ 

大
会
概
要
 

ホストタウンプログラムにおいて、
アスリートをホームステイで受け入れて

くださるご家庭及び、トーチラン・ホスト
タウン等の運営にご協力いただけるボランティ
アの方を募集しています。詳細は保健福祉
課福祉係（�42-1118 有線2-4474）まで。 

募
　
集
 

写真提供：ＳＯ日本 

　みち子さんは、この2月に行われる「2005年スペシャルオリンピッ

クス（ＳＯ）冬季世界大会・長野」に参加するアスリート（選手）の1

人です。今は軽井沢町で生活をしていますが、家族の方が丸子町

内にいることもあり、月に一回は丸子の美容院に来てお洒落をし

ています。 

　大会で参加する競技はスキーのアルペン。スキーを始めたのは

3年前のことで、テレビでスキーの映像を見て、「格好いいな、私も

滑りたいな」と思ったのがきっかけだそうです。軽井沢町では当時

から年間を通じてＳＯのプログラムが活動をしていて、みち子さん

も仲間と一緒にボーリングに参加し、2000年の国内大会では、金

メダルを獲得した経験もあるとのことです。 

　初めてスキー靴を履いたときは「怖かった」と、当時を振り返る

みち子さん。ただし、コーチの荒木さんや多くの仲間がいることで、

スキーの技術はグングン上達していき、国内大会で金メダルを獲

得し、世界大会に参加する

こととなりました。 

　荒木さんは「みち子さんは、

どんどん社交的になってき

ているし、最近では度胸もつ

いてきたので、きっと活躍し

てくれるはずですよ」と、大

会での活躍に太鼓判を押し

てくださいました。 

　みち子さんは、「ＳＯに参加して、いろいろな人と出会えることが

一番うれしいし、楽しい」と微笑み、「大会では日本代表として力の

限り頑張ります。皆さん見に来て応援してください」と力強く話し

てくださいました。 

  

 ＊みち子さんが参加するアルペンスキーの競技はカテゴリー1と

いうクラスで、10メートル歩行、グライド（直滑降）、スーパーグライ

ド（初心者大回転）の三種目のタイムを競います。会場は山ノ内町

の志賀高原一の瀬ファミリースキー場です。 
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みんなで話 
そ 
う 

地域で輪 
を 
つ 
く 
ろ 
う 

人の和 
を 
つ 
く 
ろ 
う 

健康と 
福祉の 
ページ 

� 



（10） 

広報まるこ  2005/1

（11） 

広報まるこ  2005/1

※このコーナーへのご
意見ご感想をお待ち
しています。 

【宛て先】 
〒386-0404 
丸子町上丸子1488 
丸子町教育委員会 
　　　　　社会教育課 
　TEL 42-3147 
　FAX 42-3148 
　E-Mmail  
　　office@maruko- 
            　town.ne.jp

� 

〜
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
〜 

推
進
委
員
会
の
活
動
を
と
お
し
て 

 

　
　  

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
　
み
ど
り 

  　
丸
子
町
で
は
、
ゆ
と
り
と
や
す
ら
ぎ
の

あ
る
快
適
な
生
活
環
境
の
中
で
互
い
に
個

性
を
認
め
合
い
、
人
権
の
尊
重
さ
れ
た
心

豊
か
で
活
力
あ
る
町
を
つ
く
る
た
め
に
男

女
共
同
参
画
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
丸
子
町
の
活
動
の
歴
史
を
顧
み
ま
す
と
、

女
性
の
地
位
向
上
と
社
会
参
加
の
拡
大
を

ね
ら
い
と
し
現
代
婦
人
教
養
大
学
を
開
講
。

女
性
問
題
解
決
の
た
め
の
国
、
県
の
動
き

と
と
も
に
、
町
も
「
丸
子
女
性
プ
ラ
ン
」

の
策
定
へ
と
動
き
始
め
ま
し
た
。 

　
策
定
の
た
め
設
置
さ
れ
た
委
員
会
は
、

い
つ
も
熱
の
入
っ
た
話
し
合
い
に
な
り
ま

し
た
。
男
女
平
等
っ
て
？
　
性
差
別
は
？

男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て
ど
ん
な
社
会
？

本
音
の
論
議
は
尽
き
ま
せ
ん
。 

　
そ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
に
十
一
年
よ

り
シ
ル
キ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
講
演
会
、
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
、
映
画
会
、

出
前
講
座
学
習
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
中

で
も
委
員
会
で
総
力
を
出
し
て
作
り
上
げ

た
寸
劇
に
は
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
を

い
た
だ
き
、
満
足
感
に
浸
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

　
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
向
か
っ

て
夢
中
で
歩
み
続
け
て
き
た
日
々
で
し
た
。

そ
の
後
、
町
民
意
識
調
査
を
実
施
し
、
意

見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
の
「
丸
子
町
男
女

共
同
参
画
計
画
」
の
策
定
と
、
ま
た
「
丸

子
町
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
」
の
制
定

に
向
け
て
は
、
委
員
会
で
何
回
か
の
検
討

を
い
た
し
ま
し
た
。
待
望
の
条
例
が
制
定

さ
れ
て
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
条
例
に
は
、

町
と
し
て
や
る
こ
と
と
住
民
の
皆
さ
ん
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
、
ま
た
学
校
、
企
業
、
地

域
で
、
今
後
こ
の
条
例
の
め
ざ
す
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
の
推
進
に
一
層
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

               

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
の 

　
　
　
　   

活
動
を
振
り
返
っ
て 

 

　
　  

男
女
共
同
参
画
推
進
副
委
員
長 

　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
貢 

  　
丸
子
町
男
女
共
同
参
画
推
進
員
会
は
、

二
年
間
、
定
期
的
に
委
員
会
を
開
催
し
、

研
修
を
始
め
、
シ
ル
キ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
、
映
画
会

等
の
事
業
を
柱
に
し
、
推
進
委
員
全
員
で

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
、
力

を
合
わ
せ
て
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

　
各
事
業
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
多

く
の
女
性
の
皆
さ
ん
が
出
席
し
て
頂
い
た

こ
と
と
、
こ
の
活
動
に
対
す
る
関
心
の
深

さ
と
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
自
分
た
ち

の
力
で
実
現
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
欲
が
強

く
感
じ
ら
れ
、
丸
子
町
に
お
け
る
ウ
ー
マ

ン
パ
ワ
ー
を
知
る
こ
と
が
で
き
心
強
い
思

い
を
し
ま
し
た
。
そ
の
反
面
、
男
性
の
皆

さ
ん
の
出
席
が
少
な
い
現
実
を
目
の
当
た

り
に
し
、
残
念
に
思
い
ま
し
た
。 

　
平
成
十
五
年
十
二
月
に
男
女
共
同
参
画

推
進
条
例
が
丸
子
町
議
会
で
成
立
し
施
行

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
丸
子
町

に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
て
大
き
な
足
が
か
り
が
で
き
、
活
動

の
前
進
が
期
待
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
こ
の
条
例
が
で
き
た
か
ら
と
い
っ

て
男
女
共
同
参
画
社
会
が
実
現
で
き
る
と

い
う
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
ひ
と

こ
ろ
前
ま
で
は
「
男
子
厨
房
に
入
る
べ
か

ら
ず
」
と
い
う
風
習
が
あ
り
、
家
事
を
始

め
家
の
中
の
こ
と
は
全
て
女
性
の
仕
事
で

あ
る
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
考

え
は
未
だ
に
、
男
性
・
女
性
と
も
脳
裏
に
残
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
は
、
ま
ず
は
こ
の
考
え
を
男

性
も
女
性
も
変
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
女
は
愛
嬌
・
や
さ
し
さ
、
男
は
度

胸
な
ど
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
男
だ
っ
て
や

さ
し
く
て
愛
想
が
良
い
方
が
人
か
ら
好
か

れ
ま
す
し
、
女
だ
っ
て
度
胸
が
な
け
れ
ば

こ
の
世
の
中
渡
っ
て
い
け
な
い
わ
け
で
す
。

ま
た
、
女
性
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
、
男
性

だ
か
ら
で
き
る
こ
と
が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、

こ
の
こ
と
は
お
互
い
に
認
め
合
う
こ
と
が

必
要
で
す
。
そ
し
て
、
家
事
を
始
め
お
互

い
に
で
き
る
こ
と
を
分
担
し
合
っ
て
い
く

こ
と
が
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の

基
礎
と
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に

は
女
性
の
皆
さ
ん
も
、
地
域
を
始
め
い
ろ

い
ろ
な
団
体
の
役
員
等
の
機
会
が
あ
っ
た

時
は
避
け
な
い
で
、
役
員
を
受
け
る
よ
う

に
し
て
い
く
こ
と
が
女
性
自
ら
の
意
識
改

革
に
つ
な
が
る
こ
と
で
重
要
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
社
会
は
、
行

政
や
推
進
委
員
だ
け
の
力
で
は
実
現
で
き

ま
せ
ん
。
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
、
学
校
、
企
業
、
地
域
、
そ
し
て
町

民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
力
の
結
集
を
お

願
い
し
ま
す
。 

　「丸子町男女共同参画計画」の策定に続き、平成15年12

月に「男女共同参画推進条例」が制定されて一年が経ちまし

た。この間、町では推進委員会とともにさまざまな事業を行

い、推進に取り組んできました。今後さらに町民の皆さんと

行政が協働し、主体的に取り組んでゆくまちづくりが期待さ

れます。今月はこの一年間の取り組みを振り返るとともに、

男女共同参画を推進している委員会の活動、声を紹介します。 

町
の
男
女
共
同
参
画
社
会 

　
　
　
　  
づ
く
り
を
振
り
返
る 

町
の
男
女
共
同
参
画
社
会 

　
　
　
　  
づ
く
り
を
振
り
返
る 

■男女共同参画推進委員会 

　委員会　2回　　　正副委員長会　2回 

　庁内連絡会議　1回 

■講演会 

�まるこシルキー

フォーラム2004 

―丸子町男女共同

参画推進条例制定

記念講演会― 

�「家庭と仕事の

両立～男性も女性も自分らしく生きる～」（8/24

　文化会館小ホール　150名参加） 

講師：東洋大学経済学部助教授  白石 真澄さん 

■啓発映画会 

�映画「おばあちゃんの家」（11/19　文化会館

セレスホール　450名参加） 

■指導者養成講座 

エンパワーメン

トセミナー（3回） 

�10/20「生き生

きと暮らすため

に　生活設計を」 

講師：長野県金

融広報委員会　羽毛田一江さん 

�11/9 「ストレスとうまくつきあうために～か

らだをほぐしてすこやかに～」 

講師：クアハウスかけゆトレーナー　横山 佳栄さん 

�12/7 「色の不思議～色であなたの生活が変わ

る～」 

講師：上田女子短期大学講師　堀　美恵子さん 

■研修 

7/30　男女共同参画イコールフォーラム（県男女

共同参画センター）で丸子町の条例制定の経過及

び取り組みについて関委員長発表 

■学習会（出前講座） 

　12/7　泉会（50名参加） 

■条例パンフレット作成・配布 

町内全戸、各種委員、学校、企

業等へ配布 

■その他 

広報まるこシリーズ掲載「男と

女がよりよく一緒に生きるには」 

平成16年の主な取り組み 
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精いっぱい歌ってきます　中央小合唱クラブが県代表に 
　11月24日、「平成16年度こども音楽コンクール東日本優秀
演奏発表会」への出場が決まった丸子中央小学校合唱クラブの
児童代表が役場を訪れ、町長にその報告と意気込みを語りまし
た。 
　中央小合唱クラブは、10月9日に町文化会館で行われたこど
も音楽コンクール地区大会で優秀賞を受賞しており、今回の出
場はその選考の結果、県代表の一校として選ばれたものです。 
　出場する自信があったという子どもたちですが、ステージに
立つと緊張するとも言います。練習の成果を出せるよう精いっ
ぱい歌ってきたいと話していました。 

優勝は腰越ＪＳＣ選抜！　丸子町駅伝大会 
　11月14日に行われた第45回丸子町駅伝大会。今年は
26チームが参加してレースが繰り広げられ、秋色に染ま
った町内を選手たちが元気よく駆け抜けました。 

伝統の響きを披露　丸子太鼓保存会35周年記念コンサート 
　11月14日、丸子太鼓保存会の創立35周年記念コンサートが町文化会
館において盛大に開催されました。 
　丸子太鼓保存会が結成されたのは昭和44年。その代表演目である「木
曽義仲挙兵太鼓」は、かつて義仲が丸子の地において平家討伐の兵を挙
げたとされる故事にならい、昭和43年に創作されました。以来、丸子
太鼓として鹿教湯の人たちを中心に継承され、今日まで活動が続けられ
てきました。現在は丸子太鼓「鼓城」として全国各地のお祭りなどに参
加したり、新しくユニット曲に取り組んだりと多彩な活動をしています。 
　この日は鼓城の他に、西内小学校の児童や名古屋の太鼓衆も出演。勇
壮な太鼓の響きを大勢の観客が楽しんでいました。 

生涯学習人材バンクのご利用案内 
人と人、人と自然、地域と地域がひびきあうまちづくり 

　丸子町生涯学習人材バンクは、生涯学習のひ
とつとして地域の人材を学校や地域の学習活動
に活かそうという考えで始まりました。今まで
の職業や趣味、生活などで自分が身につけた知
識や技術や経験を社会に役立てたい、こんなお
手伝いができるという方にご登録をいただき、
それを必要とする方に紹介する仕組みで、現在
14分野、指導形態ごとに分けると64件の登録が
ありました。 
　誰かに教わりたい、誰かの力になりたいと思っ
ている方、ぜひご利用ください。 

美術 カリグラフィー 指導 1 美－1 
 書道 指導 1 美－2 
芸能 フラダンス 実演 1 芸－1 
文芸 朗読 実演 3 文－1 
音楽 クラッシックギター 指導 1 音－1 
 琴 実演 1 音－2 
 琴 指導 1 音－3 
 コーラス 実演 1 音－4 
技芸 レザークラフト 指導 1 技－1 
 ハーブづくり 指導 1 技－2 
 リース、ブーケづくり 指導 1 技－3 
 茶道 指導 1 技－4 
スポーツ 健康づくり体操 指導 1 ス－1 
 ストレッチング 指導 1 ス－2 
武道 太極拳 実演 1 武－1 
 太極拳 指導 1 武－2 
生活 ウォーキング 指導 1 生－1 
 着つけと礼法 指導 2 生－2 
 マナー検定 指導 1 生－3 
 お焼きづくり 指導 1 生－4 
 アジアの料理 指導 1 生－5 
 料理 指導 1 生－6 
 石鹸づくり 指導 1 生－7 
 点字 指導 1 生－8 
 ガイドヘルプ 指導 1 生－9 
 盲導犬使用者の立場から 講演 1 生－10 
 竹馬づくり 指導 1 生－11 
 色による性格判断 講義 1 生－12 
教育 着つけと礼法 支援 1 教－1 
 マナー検定 支援 1 教－2 
 外国籍児童の日本語学習 支援 1 教－3 
 中国結び 支援 1 教－4 
 稲作り 支援 1 教－5 
 パソコン 支援 1 教－6 
 茶道 支援 1 教－7 
 軽ハイキング、植物観察 支援 1 教－8 
 ハーブづくり 支援 1 教－9 
 リース、ブーケづくり 支援 1 教－10 
 石鹸づくり 支援 1 教－11 
 点字 支援 1 教－12 
 ガイドヘルプ 支援 1 教－13 
 竹馬づくり 支援 1 教－14 
 絵手紙 支援 1 教－15 
 読みきかせ 支援 3 教－16 
 健康づくり体操 支援 1 教－17 
 ストレッチング 支援 1 教－18 
 竹細工 支援 1 教－19 
情報通信・科学 パソコン、ネットワーク 指導 3 情－1 
自然 里山歩き 講義 1 自－1 
 植物、自然保護、環境 講義 1 自－2 
 水中生物による水質判定 指導 1 自－3 
工芸 生花 指導 1 工－1 
 アートフラワー 指導 1 工－2 
 ドライフラワー 指導 1 工－3 
 押し花作りと作品制作 指導 1 工－4 
 中国結び 指導 1 工－5 
 草木染 指導 1 工－6 
 絵手紙 指導 1 工－7 
野外活動 植物、里山歩き 指導 1 野－1 
 植物、自然観察 指導 1 野－2 
 竹細工 指導 1 野－3 
その他 司会、アナウンス 実演 1 他－1 
 ベビーシッター 実演 1 他－2 
 子どもの遊び 実演 1 他－3

・実演とは、主に自分が行ったり、人に見せることができることをいいます。（演奏、芸能、製作など） 
・講義とは、主に話すことができることをいいます。（自然、歴史、環境、健康など） 
・指導とは、主に一緒になって教えることができることをいいます。（スポーツ、技術、自然観察など） 
・支援とは、保育園や学校などの事業に関わるお手伝いができることをいいます。（体験活動、クラブなど） 
・町のホームページでご覧になれます。（http://www.maruko-town.ne.jp/） 

分野 具体的な内容 指導形態 登録者数 照会番号 
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区　　　間 氏　　　名 　チ ー ム 名  タ    イ    ム 

1区（3.5�） 徳永　吉彦 長　瀬  11分  8秒 

2区（4.2�） 八反田浩也 長　瀬  12分34秒 

3区（2.3�） 小澤　龍介 腰越ＪＳＣ選抜    7分34秒 

4区（4.0�） 松久　哲治 丸実陸上部Ａ  13分56秒 

5区（1.6�） 長坂　脩平 腰越ＪＳＣ選抜    4分18秒 

6区（4.9�） 小山　達也 丸実陸上部Ａ  14分54秒 

【区間優勝者（敬称略）】6区間　計 20.5km

順  位 

優  勝 

第2位 

第3位 

第4位 

第5位 

第6位 

 

1時間  6分15秒 

1時間  6分30秒 

1時間  7分31秒 

1時間  7分55秒 

1時間12分38秒 

1時間13分  7秒 

　　  チ　ー　ム　名 

腰越ＪＳＣ選抜 

丸子実業高校陸上競技部Ａ 

長瀬 

上丸子 

腰越JSC A 

三才山病院駅伝部Ａ 

【総合成績】 

タ　イ　ム 

ご利用方法 
�「人材バンク登録リス
ト」の中から指導（支
援）を希望する分野と
照会番号を調べます。 

�「人材バンク利用申込
書」を事務局（社会教
育課社会教育係）に提
出し、申し込みをします。 

�事務局が登録リストの中から該当する方を見つ
けます。 

�事務局から「紹介通知書」を依頼者と該当した
登録者それぞれに通知をします。 

�依頼者は登録者に直接電話をし、依頼の交渉を
します。 

�交渉が成立したら、
あとは両者で打合せ
をし事業を進めます。 

�依頼者は事業終了後、
「人材バンク利用報
告書」を事務局に提
出します。 

  
※バンクの登録リストや申込書等は町のホームペー
ジや丸子町公民館で入手でき、書類の提出はメー
ルの添付やファックスでも可能です。また、人
材バンクの登録受付も随時行っています。 

やっ！  はっ！ 

わしの技を誰かに 
伝授したいのー 

誰か太極拳を教えて 
くれないかな… 

こじょう 

丸子町生涯学習人材バンク登録リスト 

丸子太極拳協会  斉藤理事長と丸子北小6年2組のみなさん 

新 

新 

新 

新 
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短 信 12月 
  1日　ふれあい・人権の集い2004 
  5日　解放センターまつり 
28日　消防団年末夜警町内巡視 

予 定 1月 
  1日　元旦マラソン 
  4日　仕事始め 
  7日　新年祝賀式 
  8日　柔剣道教室鏡開き 
  9日　消防出初め式 
10日　成人式 
22日　柔剣道教室閉校式 
23日　文化財防火デー消防訓練 

役場･･･････････････････� 42-3100 
　･･･････････････････FAX 43-3666 
教育委員会  学校教育課･･� 42-1044 
　　　　　  社会教育課･･� 42-3147 
　･･･････････････････FAX 42-3148 
 丸子町文化会館･････････� 42-0001 
 総合体育館･････････････� 43-2250 
　･･･････････････････FAX 43-0616 
 金子図書館･････････････� 42-2414 
　･･･････････････････FAX  42-2414 
 クリーンセンター･･･････� 43-2131 
 衛生センター･･･････････� 42-6789 
 給食センター･･･････････� 42-2892 
 解放センター･･･････････� 42-6694 
 町民センター･･･････････� 42-5122 
 郷土博物館･････････････� 42-2158

行政の 
　ページ 

町政の動きを町政の動きを 
　　　お知らせします。　　　お知らせします。 
町政の動きを 
　　　お知らせします。 

1月は 「はたちの献血」キャンペーン 
  
  1日　元旦 
  2日　初夢　書き初め 
  7日　七草 
10日　成人の日　110番の日 
11日　鏡開き 
17日　防災とボランティアの日 
26日　文化財防火デー 

中心市街地活性化基本計画を策定します 

　丸子町では、「中心市街地における市街地の整備改善及び商業等の活性化の一体的推
進に関する法律」に基づく「中心市街地活性化基本計画」を策定しています。これに伴い住
民等の皆様のご意見を取り入れるため、「丸子町町民意見提出手続きに関する要綱」に基
づき、計画案の公表及び意見の受付を平成17年1月4日（火）から2月3日（木）まで行います。 
　詳細につきましては、下記の場所で計画案、参考資料及び意見の提出方法についての
関係資料を配置し、閲覧できるよう備え付けてありますのでご覧ください。また、丸子町のホ
ームページでもご覧いただけます。 
■計画案等の配置場所　役場庁舎1階「行政情報コーナー」、町立金子図書館 
■丸子町ホームページ　http://www.maruko-town.ne.jp 
【問】役場商工観光課商工労政係　�42-1047　有線2-4524

新潟県中越地震義援金 

　新潟県中越地震で被災された方々に対し、多くの町民の皆様から丸子町社会福祉協議
会に義援金が寄せられました。12月8日現在で総額192万4871円となりました。皆様の義援
金は、新潟県災害対策本部へ送らせていただきました。 
　多くの皆様のご協力、ありがとうございました。 

あたたかい心 

◇故・堀内　毎子　様 2万円 
◇丸子さつき会／丸子山野草クラブ　様 3万8,769円 
◇真山　泰男　様 25万円 
◇丸子町民ゴルフ実行委員会　様 3万5,340円 
◇サンスマイル共済会　様 車椅子1台 
◇丸子ゴルフ同好会　様 5万円 
◇丸子町商工会女性部　様 5万6,210円（バザー収益金） 
◇中丸子地域ふれあいの会　様 6万637円 
（中丸子区、中丸子ときわ会、中丸子大正琴の会、成澤啓輔様、ベルプラザ、さうんど川上、
他第6回ふれあいチャリティーコンサート後援・共催団体の方々、出演団体や聴衆の皆さん） 
◇匿　名 5万円 
以上、丸子町社会福祉協議会にご寄付いただきました。厚くお礼申し上げます。 

乳幼児健康診査（健康係） 
�受付時間：午後1：00～1：15 
�場　所：保健センター 
�持ち物：母子健康手帳・赤ちゃん手帳の「おたずね」 

健　診 と　き 対　象　者 
4 カ 月 児  
1 0 カ 月児  
1才6カ月児 
2才児歯科 
3 才 児  

1月  7日（金） 
1月28日（金） 
1月14日（金） 
1月13日（木） 
1月21日（金） 

平成16年8月8日～9月9日生 
平成16年3月生 
平成15年7月生 
平成14年12月生 
平成13年12月生 

実施日 時　間 場　所 
1月24日（月） 受付：午前10：00～10：30 保健センター 

子育てランドと育児相談（健康係） 
＊保健師・栄養士による育児相談コーナーと自由に遊べる部屋のコーナー 
�持ち物：相談の方は母子健康手帳をお持ちください 

【問】 丸子町役場　保健福祉課 
 健  康  係　�42-1117　有線2-4483 
 福  祉  係　�42-1118　有線2-4474 
 介  護  係　�42-0015　有線2-7652

多胎児家族のつどい（健康係） 

教室名 実施日 対　象　者 
双子ちゃん三つ子ちゃんの集い 1月19日（水） 双子、三つ子の親子 

�受付時間：午前10：00～10：30 
�実施時間：午前10：30～12：00 
�場　所：保健センター 
 

断酒会（健康係） 

実　施　日 時　間 場　所 
1月17日（月） 19：00～21：00 長瀬町民センター 

�対象者：アルコール依存から立ち上がろうとする人、家族、 
　 関心のある人など 

実施日 時　間 
2月1日（火） 13：30～  　予約制 

もの忘れ相談会（介護係） 
�相談担当者：堀内静子氏（看護相談室せせらぎ代表） 
�場　所：ふれあいステーション3階または訪問 

　毎月15日、町長との対話サロンを行っています。 
町政に対する提言やご要望など、お気軽にお話し
ください。（サロン：談話室）※土、日、祝日はその前日 
【申込・問】役場 企画課 情報係　TEL42-1011 有線2-4882

●～●～●～町長との対話サロン～●～●～● 

毎週月曜日放映中 
6：30・8：30・11：30・18：30・21：30 

丸子テレビ放送（1ch） 
1月の内容［  スペシャルオリンピックスがやってくる  ］ 

『丸子町行政情報番組』 

デイケア、しゃぼん玉（福祉係） 
�内　容：こころを病む人が社会復帰を目指す場 

内　容 実施日 時　間 場　所 
10：00～12：00 
13：30～15：30

1月 5日（水） 
1月26日（水） 

新年会 
卓球 

ふれあいステーション 
　　　　〃 

実施日 対　象　者 場　所 
1月12日（水） 平成15年12月・16年1月生 保健センター 

おたんじょう相談（健康係） 
�受付時間：午前10：00～10：30 
�実施時間：午前10：30～12：00 
�持ち物：母子健康手帳・赤ちゃん手帳「おたずね」 

地球を守ろう！ 
～家庭・オフィスでできる省エネの提案　その4～ 

炊飯器はできるだけ保温機能を使わないようにしましょう。 
（必要なときに加温するようにしましょう） 

長野県の最低賃金と産業別最低賃金改正のお知らせ 

　長野県内の事業場で働くすべての労働者と、労働者を一人でも使用しているすべての
使用者に適用される「長野県最低賃金」及び、特定の産業の基幹的労働者に適用される「産
業別最低賃金」が改正されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※精皆勤手当、通勤手当、家族手当などは最低賃金の対象とはなりません。 
　最低賃金は法律に基づき、地方最低賃金審議会の答申を受け、国が賃金の最低限度を
定め、使用者はそれ以上の賃金を労働者に支払わなければならないとされている制度です。 
　この機会に、ぜひ賃金の確認をしてみてください。 
【問】最寄りの労働基準監督署、又は長野労働局労働基準部賃金室（�026-223-0555　内線2324） 

地域別最低賃金 時間額 効力発生日 

長野県最低賃金 647円 平成16年10月1日 

産業別最低賃金 時間額 効力発生日 

電気機械器具、情報通信機械器具、電子部品・デバイス、精密機械器具製造業 

一般機械器具、自動車・同附属品、船舶製造・修理業、舶用機関製造業 

各種商品小売業（百貨店等、衣・食・住にわたる商品を販売する事業所） 

印刷、製版業 

748円 

759円 

724円 

732円 

平成16年11月27日 

平成16年11月27日 

平成16年12月31日 

平成15年12月31日 

（改正） 

（改正） 

（改正） 

（据置） 

（改正） 

予防接種（健康係） 
集団�受付時間：午後1：00～2：00　実施時間：1：30～2：00 
　　�場　所：保健センター 
　　�持ち物：母子健康手帳・予防接種予診票 
個別�実施時間：診療時間内（要予約） 
　　�場　所：委託医療機関 
　　�持ち物：母子健康手帳・予防接種予診票・印鑑 

種　類 実施日 対　象　者 
ツベルクリン反応 
B C G  
麻しん（はしか） 

集団
 

 
個別  

1月25日（火） 
1月27日（木） 
1月1日～31日 

生後3～48月未満の者  
生後12～90月未満の者 

実施日 時　間 場　所 
1月25日（火） 13：30～15：30 ふれあいステーション3階 

介護者の会（介護係） 
�内　容：介護者同士の情報交換の場 

　丸子北中学校がこのほど、地域の環境美化に取り組んでいる全国の小
中学校を対象にした「環境美化教育優良校表彰」で、最優秀賞にあたる
農林水産大臣賞を受賞しました。 
　この表彰は、飲料業界6団体でつくる食品容器環境美化協会が行って
いるもので、北中は20年前から継続しているアルミ缶の回収活動が主に
評価され、リサイクル部門で最優秀校に選ばれました。 
　北中のアルミ缶リサイクル活動は生徒だけでなく、地域の人たちと一
緒に行っており、その収益金で老人福祉施設へ車椅子や緑化木を贈った
り、これを通じて施設への訪問やお年寄りを文化祭へ招待したりするな
ど幅広い取り組みとなっています。また、地域と連携した清掃活動や体
験学習なども高い評価を得ました。 

北中のリサイクル活動が最優秀に　環境美化教育で農林水産大臣賞を受賞 
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多
く
の
死
傷
者
を
出
し
た
新
潟
県
中
越

地
震
は
、
土
砂
崩
れ
や
家
屋
の
倒
壊
な
ど

住
民
生
活
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
、
自
然

の
脅
威
を
私
た
ち
に
見
せ
つ
け
ま
し
た
。「
災

害
は
い
つ
、
ど
こ
で
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
」

と
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
地

震
に
そ
の
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
痛
感
さ
せ

ら
れ
ま
す
。 

　
日
本
周
辺
で
発
生
す
る
地
震
は
、
プ
レ
ー

ト
の
沈
み
込
み
に
伴
っ
て
プ
レ
ー
ト
境
界

付
近
で
発
生
す
る
地
震
群
と
、
陸
域
の
浅

部
に
発
生
す
る
地
震
群
と
に
大
別
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
前
者
を
「
プ
レ
ー
ト
境

界
型
（
海
溝
型
）
地
震
」
と
い
い
、
一
〇

〇
年
か
ら
二
〇
〇
年
の
間
隔
で
繰
り
返
し

発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
後
者
は
「
内
陸
型
地
震
」
と
呼

ば
れ
、
プ
レ
ー
ト
運
動
に
よ
っ
て
生
じ
た

歪
み
（
断
層
）
が
限
界
に
達
し
た
と
き
に

発
生
し
ま
す
。
過
去
数
十
万
年
以
内
に
繰

り
返
し
動
き
、
将
来
も
動
く
可
能
性
が
高

い
歪
み
を
「
活
断
層
」
と
い
い
、
直
下
型

地
震
の
震
源
に
も
な
り
ま
す
。
活
断
層
で

発
生
す
る
地
震
の
大
き
さ
は
通
常
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
（
M
）
七
級
ど
ま
り
で
、
そ
の
周
期
は

数
千
年
か
ら
数
万
年
程
度
と
い
わ
れ
て
お
り
、

今
回
の
新
潟
地
震
や
平
成
七
年
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
、
平
成
十
二
年
の
鳥
取
県
西

部
地
震
（
と
も
に
M
七
・
三
）
も
活
断
層
の

ず
れ
に
よ
り
起
き
た
も
の
で
し
た
。 

　
阪
神
大
震
災
を
機
に
設
置
さ
れ
た
国
の

地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
で
は
、
全
国
に

約
二
千
と
い
わ
れ
る
活
断
層
の
う
ち
主
要

な
九
十
八
断
層
の
ほ
か
、
九
カ
所
の
海
溝

型
地
震
に
つ
い
て
、
三
十
年
、
五
十
年
な

ど
の
発
生
確
率
を
計
算
し
て
い
ま
す
。
活

断
層
は
す
で
に
六
十
九
カ
所
に
つ
い
て
結

果
が
公
表
さ
れ
て
お
り
、
本
年
度
中
に
九

十
八
断
層
の
評
価
作
業
を
終
え
る
予
定
で

い
ま
す
。 

　
そ
の
中
で
最
も
高
い
数
字
が
示
さ
れ
て

い
る
の
が
長
野
県
を
南
北
斜
め
に
走
る
「
糸

魚
川
―
静
岡
構
造
線
断
層
帯
」
で
、
三
十

年
以
内
の
地
震
発
生
確
率
を
十
四
％
（
予

想
地
震
規
模
は
M
八
程
度
）
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
多
く
の
断
層
は
一
％
未
満
と
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
阪
神
大
震
災
の
発
生
確
率
を

発
生
直
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
計
算
す
る
と
「
〇
・

四
％
か
ら
八
％
」
に
な
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

ま
た
、
新
潟
地
震
と
鳥
取
地
震
は
未
知
の

断
層
で
発
生
し
ま
し
た
。
数
％
と
い
う
確

率
は
決
し
て
小
さ
い
数
字
で
は
な
く
、
世

界
で
起
き
て
い
る
地
震
活
動
の
一
割
が
集

中
す
る
と
さ
れ
る
日
本
列
島
で
は
、
い
つ
、

ど
こ
で
地
震
が
起
き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

特
に
長
野
県
で
は
、
明
日
、
大
地
震
が
起
こ
っ

て
も
不
思
議
で
は
な
い
の
で
す
。 

　
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
地
震
に

備
え
、
非
常
持
出
品
の
準
備
を
し
た
り
、

災
害
時
の
緊
急
避
難
場
所
を
確
認
し
た
り

す
る
な
ど
、
日
頃
か
ら
、
い
ざ
と
い
う
時

の
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

そ
し
て
何
よ
り
大
事
な
の
が
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
の
心
構
え
で
す
。 

ひ
ず 北海道　福島県　島根県　岡山県　広島県

山口県　香川県　福岡県　佐賀県　鹿児島県
沖縄県 

青森県　岩手県　宮城県　秋田県　山形県
茨城県　栃木県　群馬県　新潟県　富山県
石川県　山梨県　鳥取県　徳島県　愛媛県
高知県　長崎県　熊本県　大分県　宮崎県 

埼玉県　千葉県　福井県　長野県　岐阜県
愛知県　三重県　滋賀県　京都府　大阪府
兵庫県　奈良県　和歌山県 

東京都　神奈川県　静岡県 

１等地 

２等地 

３等地 

４等地 

地震保険等地：1等地～4等地の4つの階級に分けられており、 
数値が大きいほど地震の危険度（被害度）が高いとされる。 

再確認 

地震はいつ起きても 
おかしくない 

確認１ 

糸魚川-静岡構造線断層帯 

三浦半島断層群 

富士川河口断層帯 

琵琶湖西岸断層帯 

山形盆地断層帯  

櫛形山脈断層帯 

伊那谷断層帯 

石狩低地東縁断層帯
 

伊那谷断層帯 

布田川・日奈久断層帯 

8程度 

6.5程度 

8.0程度 

7.8程度 

7.8程度 

6.8～7.5程度 

7.7程度 

7.8程度 

7.8程度 

7.5程度 

14% 

6%～11% 

0.20%～11% 

0.09%～9% 

ほぼ0%～7% 

ほぼ0%～7% 

ほぼ0%～7% 

0.05%～6% 

ほぼ0%～6% 

ほぼ0%～6%

23% 

9%～20% 

0.37%～18% 

0.2%～20% 

ほぼ0%～10% 

ほぼ0%～10% 

ほぼ0%～10% 

0.09%～10% 

ほぼ0%～10% 

ほぼ0%～10%

41% 

20%～30% 

0.94%～33% 

0.3%～30% 

ほぼ0%～20% 

ほぼ0%～20% 

ほぼ0%～20% 

0.2%～20% 

ほぼ0%～20% 

ほぼ0%～20%

約1000年 

約1200年前 

1600年～1900年程度 

約2300年前～1900年前 

1500年～1900年 

約2100年前～1000年前 

約1900年～4500年 

約2800年前～2400年前 

およそ3000年 

約6000年前以後 

3000年～1万8000年 

約6600年～300年前程度 

3000年～1万2000年程度 

約6500年前～約300年前 

約3300年～6300年 

約5200年前～3300年前 

4000年～2万年程度 

約2万8000年前～7500年前 

約3500年～1万1000年 

約7500年前～2200年前 

断層帯名  
予想地震規模 
（マグニチュード） 

地震発生確率 平均活動間隔 

最新活動時期 30年以内 50年以内 100年以内 

（牛伏寺断層を含む区間）  

（主部：武山断層帯） 

 

 

 

 

（境界断層） 

（主部）  

（前縁断層）  

（中部）  

地震発生確率の高い活断層（平成16年11月現在） 

地震保険の都道府県別等地 

資料：活断層の長期評価の概要（地震調査研究推進本部公表） 

資料：地震保険の概要（財務省） 

野島断層 7.3 0.4％～8％（暫定値） 1800年～3000年（暫定値） 

断層帯名  発生した地震規模 30年以内の地震発生確率 平均活動間隔 

（参考）1995年兵庫県南部地震発生直前における確率 

1等地 

2等地 

3等地 

4等地 

長岡市妙見町で起きた土砂崩れ現場 
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再確認 

い
ざ
と
い
う
時
の「
非
常
持
出
品
」 

確
認
2

も
し
も
の
時
の「
避
難
所
」 

確
認
3

わが家の地震対策 再確認 わが家の地震対策 

い
つ
、
ど
ん
な
時
に
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
地
震
。
い
か
な
る
状

況
で
も
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

落
ち
着
い
て
迅
速
な
避
難
を
す
る
た
め
に
は
、
避
難
所
や
避
難
経
路
、

連
絡
手
段
に
つ
い
て
家
族
で
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が
大
事
。
自
分
の

避
難
所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

 町では現在、長野県ブロード

バンド活用モデル事業として独

立行政法人防災科学研究所（防

災科研）の協力のもと、高速情

報通信網を利用した総合情報防

災システムの確立に取り組んで

います。 

 これは地震が発生した際、高

感度地震観測網から発信される

情報により地震到達前に住民に

警報を発しようというもので、

丸子町有線放送や丸子テレビを

通じて各家庭に地震発生をいち

早く周知し、被害を最小限に抑

えることを目的としています。 

 平成17年度の運用開始を目指

しており、現在は防災科研から

超即時震源情報をインターネッ

ト経由で実験的に受信し、各地

で発生した地震の規模や町への

到達時間などを検証するととも

に、情報伝達環境の整備を進め

ています。 

 このシステムが稼動すると、

丸子町で震度6強の大きな揺れ

が予想されている「糸魚川―静

岡構造線」で仮に地震が発生し

た場合、地震到達の数秒前には

周知することができると考えら

れ、身構えたり火の始末をした

りするなど地震に備えた対応を

取ることが可能となります。 

　
こ
れ
ら
の
も
の
は
避
難
す
る
と
き
に

最
初
に
持
ち
出
す
も
の
で
す
。
重
す
ぎ

る
と
避
難
に
支
障
が
出
る
の
で
、
で
き

る
だ
け
軽
量
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
も
の
を

選
ぶ
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
一
人
に
一

個
の
非
常
持
出
袋
を
用
意
し
、
何
カ
所

か
に
分
散
し
て
す
ぐ
手
の
届
く
と
こ
ろ

に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
災
害
復
旧
ま
で
の
数
日
間
を

自
活
す
る
た
め
の
非
常
備
蓄
品
の
準
備

も
大
切
で
す
。
最
低
で
も
3
日
分
、
で

き
れ
ば
5
日
分
用
意
し
ま
し
ょ
う
。 

ほかに、各保育園・幼稚園、小中学校、丸子実高、西内基幹集落センター、 
文化センター、文化会館、解放センター、町民センター、勤労者体育館。 

カンパンや缶詰など保存期間が長く、
火を通さないでも食べられるものが便
利。水を注ぐだけで食べられる餅など
も市販されています。赤ちゃんがいる
場合は粉ミルクなども忘れずに。 

ヘルメット、下着、上着、靴下、タオル、
生理用品、使い捨てカイロ、雨具、ラ
イター、軍手、紙皿、紙コップ、ナイフ、
缶切り、栓抜き、ティッシュ、ウエットティッ
シュ、ビニールシートなど。赤ちゃんが
いる場合は紙おむつ、哺乳ビンなども。 

ペットボトル入
りのミネラル
ウォーターが軽
くて便利。スチー
ル缶入りはやや
重いが、丈夫で
保存期間が長
いのが利点。 停電の時や夜間に移動する

際の必需品。予備の電池も
忘れずに。 

正確な情報を
得るために必
携。小型で軽
く、FMとAMの
両方受信でき
るものが望ま
しい。災害時
を想定した非
常用ラジオも
あります。予
備の電池も。 消毒薬、解熱剤、胃腸薬、かぜ薬、鎮

痛剤、目薬、体温計、ばんそうこう、ガー
ゼ、包帯、三角巾、マスク、トゲ抜きなど。
持病のある方は常備薬も忘れずに。 

現金、預貯金通帳、健康保険
証、免許証、印鑑など。住所録
のコピーもあると便利。公衆電
話用の10円硬貨も大切です。 

非常食 飲料水 懐中電灯 その他 

貴重品など 救急薬品・常備薬 携帯ラジオ 
「地震が来ます。 
　　  　 注意してください」 

地震を知らせるシステム 

鹿
教
湯
公
民
館
 

入
山
　
鹿
教
湯
 

町
公
民
館
 

町
 

高
梨
公
民
館
 

高
梨
 

大
塩
公
民
館
 

大
塩
 

穴
沢
公
民
館
 

穴
沢
 

中
村
公
民
館
 

中
村
 

茂
沢
公
民
館
 

茂
沢
 

戸
羽
公
民
館
 

戸
羽
 

宮
沢
公
民
館
 

宮
沢
 

霊
泉
寺
公
民
館
 

霊
泉
寺
 

荻
窪
公
民
館
 

虚
空
蔵
 

和
子
公
民
館
 

和
子
 

榎
の
実
の
家
 

新
屋
　
宮
脇
　
横
辻
 

辰
ノ
口
公
民
館
 

辰
ノ
口
 

腰
越
公
民
館
 

町
腰
越
 

向
井
公
民
館
 

向
井
腰
越
 

深
山
公
民
館
 

深
山
　
仙
石
　
池
の
芝
 

三
反
田
公
民
館
 

三
反
田
 

海
戸
公
民
館
 

海
戸
 

沢
田
公
民
館
 

沢
田
 

八
日
町
公
民
館
 

八
日
町
 

中
丸
子
公
民
館
 

中
丸
子
 

下
丸
子
公
民
館
 

下
丸
子
 

上
組
公
民
館
 

上
組
 

中
山
公
民
館
 

中
山
 

三
角
公
民
館
 

三
角
 

南
原
公
民
館
 

南
原
 

北
原
公
民
館
 

北
原
 

熊
の
森
セ
ン
タ
ー
 

飯
沼
 

茂
沢
公
民
館
 

茂
沢
 

尾
野
山
公
民
館
 

尾
野
山
 

上
長
瀬
公
会
堂
 

上
南
　
上
北
 

練
合
公
民
館
 

練
合
 

町
組
公
民
館
 

町
組
 

小
路
下
公
民
館
 

小
路
下
 

金
井
公
民
館
 

金
井
 

上
平
南
公
民
館
 

上
平
南
 

上
平
県
住
公
民
館
 

上
平
　
上
平
県
住
 

権
現
公
民
館
 

権
現
 

東
組
公
民
館
 

東
組
 

東
街
道
公
民
館
 

東
街
道
 

北
街
道
公
民
館
 

北
街
道
 

宮
原
集
会
場
 

宮
原
 

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
下
長
瀬
 
権
現
　
西
組
　
東
組
　
東
街
道
　
北
街
道
　
宮
原

 

塩
川
地
区
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
集
会
施
設
 
石
井
 

坂
井
公
民
館
 

坂
井
 

狐
塚
公
民
館
 

狐
塚
 

郷
仕
川
原
公
民
館
 

郷
仕
川
原
 

南
方
公
民
館
 

南
方
 

藤
原
田
公
民
館
 

藤
原
田
 

施
設
名
 

対
象
地
区
 

施
設
名
 

対
象
地
区
 

施
設
名
 

対
象
地
区
 

　
新
潟
県
中
越
地
方
を
襲
っ
た
今
回
の
地
震
で
、
多
く
の
方
々
が
避

難
生
活
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
避
難
生
活
と
い
う
と
「
食
べ
物
が
な

い
」「
停
電
に
な
る
」「
水
が
な
い
」
等
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
実
際
に
直
面
し
て
み
る
と
想
像
以
上
に
不
便
な
も
の
で
、
精
神

的
に
も
参
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
私
た
ち
救
助
隊
員
も
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
途
絶
え
て
い
る
場
所
で
の
活
動
は
、
そ
の
不
便
さ
か
ら
大
変
な
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
ま
し
た
。 

　
震
災
直
後
の
市
内
は
住
宅
が
倒
壊
し
、
道
路
は
陥
没
や
隆
起
で
歩

く
こ
と
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
で
し
た
。
普
段
、
私
た
ち
は
建
物
の

中
で
安
心
し
て
生
活
し
て
い
ま
す
が
、
ひ
と
た
び
巨
大
地
震
が
発
生

す
る
と
一
瞬
に
し
て
す
べ
て
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
も
の
だ
と
あ
ら

た
め
て
思
い
ま
し
た
。 

　
大
地
震
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
同
時
に
多
く
の
場
所
で
災
害
が

発
生
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
消
防
機
関
の
現
場
到
着
が
難
し
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
力
で
な
ん
と

か
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
が

自
主
防
災
組
織
で
す
。「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
が
守
る
」

と
い
う
気
持
ち
で
、
住
民
が
お
互
い
に
協
力
し
助
け
合
っ
て
災
害
に

強
い
地
域
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

地域は自分たちで　   　 
　守るという気持ちが 
　　　　　 大切です 

丸子消防署　 

　　　 山岸  大輔　隊員 
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人 権 ひ ろ ば 人 権 ひ ろ ば 
 

「
部
落
差
別
撤
廃
と 

　
　
　
　
　
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
こ
と
を 

　
　
　  

　
　
　
　
め
ざ
す
総
合
計
画
」に
つ
い
て
� 

「
部
落
差
別
撤
廃
と 

　
　
　
　
　
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
こ
と
を 

　
　
　  

　
　
　
　
め
ざ
す
総
合
計
画
」に
つ
い
て
� 

健全な子どもの育成を目指して 
子どもの人権問題 

　
丸
子
町
が
平
成
十
五
年
度
に
実
施
し

た
人
権
と
暮
ら
し
に
つ
い
て
の
意
識
調

査
で
、
今
後
人
権
問
題
と
し
て
町
が
積

極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
う

も
の
と
し
て
、
子
ど
も
の
人
権
問
題
が

障
害
者
差
別
問
題
に
次
い
で
多
く
の
町

民
の
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。 

　
子
ど
も
を
め
ぐ
る
問
題
と
し
て
少

年
非
行
、
い
じ
め
、
体
罰
、
親
に
よ

る
虐
待
な
ど
複
雑
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

丸
子
町
の
実
態
と
し
て
は
、
表
面
に

現
れ
て
問
題
に
な
る
よ
う
な
事
態
は

見
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
い
じ
め
や
不

登
校
、
非
行
の
要
因
を
秘
め
て
い
る

子
ど
も
が
い
る
の
で
は
と
推
測
さ
れ

ま
す
。 

　
私
た
ち
は
子
供
に
ど
ん
な
人
間
に
な
っ

て
欲
し
い
と
願
い
、
接
し
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。「
人
の
い
や
が
る
こ
と
を
し
な

い
子
に
な
っ
て
欲
し
い
」「
い
じ
め
は

絶
対
に
し
な
い
子
に
し
た
い
」
な
ど
、

「
×
×
を
し
な
い
子
」
と
い
う
接
し
方

に
な
り
が
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
で
は
な
く
、「
人
が
喜
ぶ
よ
う
な
こ

と
を
す
る
子
ど
も
に
育
っ
て
欲
し
い
」
と

い
う
よ
う
に
、「
〇
〇
す
る
子
」
と
い
う

言
葉
で
子
ど
も
た
ち
に
接
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
子
ど
も
の
人
権
啓
発
活
動
を
続
け
て
い

る
Ｃ
Ａ
Ｐ
（
子
ど
も
へ
の
暴
力
防
止
プ
ロ

グ
ラ
ム
）
の
皆
さ
ん
の
基
本
的
な
考
え
方

は
、
子
ど
も
に
「
安
心
」「
自
信
」「
自
由
」

の
三
つ
の
大
切
な
権
利
を
教
え
て
い
く
こ

と
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
百
パ
ー

セ
ン
ト
子
ど
も
の
立
場
に
立
っ
て
、
子
供

へ
の
積
極
的
支
援
を
し
、
子
ど
も
の
持
っ

て
い
る
力
を
信
じ
る
こ
と
だ
と
考
え
活
動

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
不
安
や
恐

怖
、
無
力
感
を
取
り
除
い
て
や
る
適
切
な

支
援
や
援
助
が
今
望
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
子
ど
も
に
関
す
る
問
題
は
、
子
ど
も
の

視
点
に
立
っ
て
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
家

庭
や
子
育
て
に
対
す
る
関
心
を
い
っ
そ
う

高
め
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会
や
企
業

な
ど
、
社
会
全
体
で
の
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。 

　
去
る
十
二
月
一
日
、
二
〇
〇

四
年
度
の
ふ
れ
あ
い
・
人
権
の

集
い
が
町
文
化
会
館
セ
レ
ス
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

　
人
権
作
文
の
発
表
が
小
中
学
生
三
名
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た
後
、
「
イ
ラ
ク
の
現
状
と
拘
束
の
背
景
」
と

い
う
演
題
で
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
安
田
純
平
さ

ん
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
映
像
を
交
え
て
、
イ
ラ

ク
の
現
状
や
拘
束
さ
れ
た
と
き
の
様
子
な
ど
を
話
さ

れ
ま
し
た
。 

  参
加
者
の
感
想 

●
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
い
う
立
場
か
ら
「
人
権
」
と

い
う
も
の
を
語
っ
て
い
た
だ
き
、
自
分
も
気
付
い
て

い
な
か
っ
た
こ
と
に
気
付
か
せ
て
も
ら
い
あ
り
が
た

か
っ
た
で
す
。
戦
争
は
大
反
対
な
の
で
す
が
、
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
自
分
も
戦
争
の
片
棒
を
担
い
で

し
ま
っ
て
い
る
…
。
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
関
係
か
ら

う
す
う
す
は
感
じ
て
い
た
の
で
す
が
、
改
め
て
お
話

を
聴
く
と
シ
ョ
ッ
ク
で
す
。
戦
争
の
な
い
世
の
中
に

す
る
た
め
に
自
分
の
で
き
る
こ
と
を
考
え
た
い
で
す
。

（
三
十
歳
代
、
男
性
） 

●
新
聞
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
こ
と
、
講
演
で
少
し

は
理
解
で
き
ま
し
た
。
早
く
戦
争
は
終
わ
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
し
た
。
自
衛
隊
の
家
族
の
こ
と
を
思
う

と
心
が
痛
み
ま
す
。
（
六
十
歳
代
、
女
性
） 

第
三
十
二
回 

丸
子
町
人
権
旬
間 

ふ
れ
あ
い
・
人
権
の 

集
い
開
催
さ
れ
る 

not
e

選挙の種類 選挙ひとくちメモ 選挙ひとくちメモ 選挙ひとくちメモ 11

お問い合わせは…役場総務課内　丸子町選挙管理委員会　�42－3100（内線318）　有線 2－4872

私たちの代表を選ぶための選挙には、 
次のようなものがあります。 

新成人の皆さん、成人式おめでとうございます。20歳になると、選挙権を持つことになります。 
選挙の際はぜひ投票し、まちづくり、国づくりに積極的に参加しましょう。 

◆市区町村の長、都道府県の知事の選挙 
　長の任期は4年です。 
�直近の丸子町長選挙：平成14年11月 

　直近の長野県知事選挙：平成14年9月 
  
◆市区町村の議会議員、都道府県の議会議員の選挙 
　議員の任期は4年です。丸子町の議会議員の定数は
20人、長野県の議会議員の定数は58人です。丸子町の
議会議員選挙と長野県の議会議員選挙は、統一地方選
挙の際に行われています。 
�直近の統一地方選挙：平成15年4月 
※統一地方選挙…地方公共団体の長と議員の選挙を、
全国的に期日を統一して行うことを統一地方選挙と
いいます。有権者の選挙への意識を全国的に高め、
また選挙事務や費用を節減する目的で、昭和22年か
ら4年ごとに行われています。 

◆衆議院議員総選挙 
　小選挙区選出議員選挙（長野県内には5つの選挙区
があります）と比例代表選出議員選挙の二つを同時に
行います。任期は4年、定数は総数で480人です。 
�直近の衆議院議員総選挙：平成15年11月 
  
◆参議院議員通常選挙 
　長野県選出議員選挙と
比例代表選出議員選挙の
二つを同時に行います。
任期は6年、定数は総数
242人で、3年ごとに半数
の121人を改選します。 
�直近の参議院議員通常

選挙：平成16年7月 

vol.5火災 火災 を防ぐ シリーズ 

建
物
火
災
の
主
な
原
因
は 

　
消
防
白
書
（
平
成
十
五
年
版
）

に
よ
る
と
、
平
成
十
四
年
中
の

建
物
火
災
の
出
火
原
因
は
、
コ

ン
ロ
に
よ
る
も
の
が
最
も
多
く
、

次
い
で
放
火
、
た
ば
こ
、
放
火

の
疑
い
、
ス
ト
ー
ブ
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。
コ
ン
ロ
か
ら
の
出

火
原
因
は
、
消
し
忘
れ
に
よ
る

も
の
が
六
十
九
・
五
パ
ー
セ
ン

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
丸
子
町
の
過
去
五
年
間
の
建

物
火
災
の
出
火
原
因
は
、
コ
ン

ロ
か
ら
の
出
火
に
よ
る
火
災
が

最
も
多
く
、
次
い
で
た
ば
こ
、

電
気
、
た
き
火
の
順
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
ほ
と
ん
ど

の
火
災
が
火
気
取
り
扱
い
の
不

注
意
や
不
始
末
か
ら
発
生
し
た

も
の
で
す
。 

　
火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の

対
策
と
し
て
は
、「
コ
ン
ロ
を
使
っ

て
い
る
と
き
や
焚
き
火
を
し
て

い
る
と
き
は
、
そ
の
場
を
離
れ

な
い
」「
た
ば
こ
の
火
は
確
実
に

消
し
て
か
ら
灰
皿
に
捨
て
、
灰

皿
は
こ
ま
め
に
清
掃
を
す
る
」「
電

気
器
具
は
、
定
期
的
に
コ
ン
セ

ン
ト
の
プ
ラ
グ
部
分
を
清
掃
す

る
。
タ
コ
足
配
線
に
よ
る
電
流

超
過
な
ど
に
も
気
を
付
け
る
」「
放

火
を
防
ぐ
た
め
に
、
家
の
周
り

に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な

い
」
な
ど
で
す
。
ま
た
、
携
帯

型
の
吸
殻
入
れ
を
持
つ
こ
と
や

知
人
の
家
に
訪
問
し
た
時
、
電

話
を
か
け
た
時
は
「
今
、
コ
ン

ロ
を
使
っ
て
い
な
い
？
」
な
ど

と
声
を
か
け
合
う
こ
と
も
火
災

予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

　
い
く
つ
か
対
策
を
記
述
し
ま

し
た
が
、
一
番
大
切
な
こ
と
は

火
の
怖
さ
を
知
り
、
防
火
意
識

を
持
つ
こ
と
が
火
災
を
起
こ
さ

な
い
最
も
重
要
な
こ
と
で
す
。 
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�東内・西内コース 
　1/14（金）　1/25（火）　2/8（火） 

�腰越・依田コース 
　1/13（木）  1/27（木）  2/10（木） 

�中丸子・下丸子・長瀬コース 
　1/18（火）　2/1（火）　2/15（火） 

�塩川・藤原田コース 
　1/6（木）　1/20（木）　2/3（木） 

�東内保育園・陽寿荘・三才山病院 
　1/12（水）　1/26（水）　2/9（水） 

�ツルヤ・アップルランド 
　1/5（水）　1/19（水）　2/2（水） 

～～～ 

今月の一冊 

身辺の記 

著者／矢島　渚男 
発行／紅書房 

★町県民税　4期（1月31日） 
★国保税　7期（1月4日）、8期（1月31日） 
★上下水道使用料　10・11月分（1月31日） 
★介護保険料（普通徴収）　5期（1月4日） 
 
 
 
★年金相談 
　1月20日（木）　10:00～12:00　13:00～15:00 
★8のつく日、心配ごと・行政・結婚相談（結婚相談8日のみ） 
1月8日（土）  18日（火）  28日（金）　9：00～12：00 
丸子ふれあいステーション3階　�42－0033　有線2－4821 

★巡回ハローワーク（毎月第3金曜日） 
　1月21日（金）　9：30～12：00　�23－8609　 
★交通事故でお困りの方 
交通事故相談室　上田支部　�23－1260　内線2417 

★悪徳商法に対する苦情相談 
　上田消費生活センター　�27－8517 
★子どもの相談窓口 
　丸子町教育委員会　�42－3147 
★女性のための法律相談 
　�026－232－2104 
★育児や介護を支援するフレーフレー・テレフォン 
　�026－232－2020 
★警察安全相談室 
　�026－233－9110 
★女性被害犯罪ダイヤルサポート110 
　�026－234－8110 

1月の納税 

1月の相談 

納税は便利は口座振替を 
戸
籍
の
窓 

11月 
届出分 
（敬称略） 

図書館だより 

本館 
最後まで微笑みを 田原　節子 講　談　社 
古人の風貌 鶴ヶ谷真一 白　水　社 
ワーキングガール・ウォーズ 柴田よしき 新　潮　社 
みんな元気。 舞城王太郎 新　潮　社 
鬼に捧げる夜想曲 神津慶次朗 東京創元社 
源　義経 上横手雅敬 ナ ツ メ 社 
あらすじで読む古典落語の名作 野口　　卓 楽　書　館 
映画を見ればわかること 川本　三郎 キネマ旬報社 
 
あおぞら号 
駅までの道をおしえて 伊集院　静 講　談　社 
エレキ源内殺しからくり 米村　圭伍 集　英　社 
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町
長
の
生
活
所
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遊歩道づくりに取り組む北中・北小の生徒たち 

　
最
近
、
よ
く
「
協
働
」
と
い
う

言
葉
が
使
わ
れ
る
。
「
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
「
地
域
活
動
を
協
働

で
行
う
」
な
ど
と
都
合
よ
く
用
い

る
。
こ
の
用
語
、
簡
単
な
国
語
辞

典
に
は
出
て
こ
な
い
。
広
辞
苑
を

引
く
と
、
文
字
ど
お
り
「
協
力
し

て
働
く
」
と
載
っ
て
い
る
。
広
く

当
て
は
ま
る
言
葉
だ
が
、
行
政
用

語
と
し
て
多
用
さ
れ
て
い
る
感
も

あ
る
。
町
に
お
い
て
も
、
住
民
参

画
、
住
民
主
体
の
事
務
事
業
を
進

め
る
た
め
の
、
よ
り
積
極
的
か
つ

適
切
な
手
法
を
示
す
表
現
と
し
て

重
要
に
受
け
止
め
て
い
る
。 

　
こ
の
手
法
、
本
年
、
依
田
飯
沼

地
区
で
実
施
さ
れ
た
。
田
圃
中
を

流
れ
る
中
城
沢
川
の
「
せ
ん
げ
」

を
、
ほ
た
る
の
里
に
整
備
し
よ
う

と
い
う
事
業
。
地
区
住
民
と
地
元

の
丸
子
北
中
・
北
小
学
校
の
先
生
・

生
徒
が
計
画
を
練
り
、
町
で
材
料

を
提
供
し
、
み
ん
な
の
共
同
作
業

で
、
こ
の
12
月
、
心
の
こ
も
っ
た

手
作
り
の
遊
歩
道
が
完
成
し
た
。 

　
昔
な
が
ら
の
小
川
や
棚
田
を
残

す
こ
の
場
所
で
、
来
年
も
、
ほ
た

る
や
ト
ン
ボ
が
飛
び
交
い
、
草
花

が
生
育
す
る
里
づ
く
り
の
活
動
が

続
け
ら
れ
る
。
地
域
住
民
の
や
す

ら
ぎ
の
場
所
、
そ
し
て
ま
た
子
供

た
ち
の
生
き
た
学
習
の
場
所
を
つ

く
る
た
め
に
共
有
の
夢
を
育
ん
で

い
る
。
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り

の
形
態
を
示
唆
す
る
多
様
性
を
持

っ
た
事
業
で
あ
る
。
事
業
に
協
働

す
る
、
弾
け
る
よ
う
な
子
供
た
ち

の
元
気
な
姿
が
活
動
に
張
り
合
い

を
も
た
ら
し
て
い
る
。（
12
／
12
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丸子町民寄席 
 恒例　新春寄席 

幻想（きらめき）冬紀行 
 ～氷灯篭に誘われて幻想的な冬の世界へ～ 

問 （財）信州国際音楽村 
�0268-42-3436

問 鹿教湯温泉観光協会 
�44-2331

出演　　柳家権太楼　　瀧川　鯉昇
　　　　瀧川　鯉橋　　柳家ごん坊 

日　時◆平成17年1/23（日） 
開　演◆午後2時 

場　所◆信州国際音楽村　ホールこだま 

料　金◆一般2,000円　会員1,500円　小中学生1,000円 

　　　　（当日はいずれも500円増し） 

チケット好評発売中！！ 

期　間◆12/25（土）～平成17年2/19（土） 
時　間◆夕暮れ～夜9時頃まで 

場　所◆鹿教湯温泉（五台橋から文殊堂周辺） 

　約200個の氷で作

られた灯篭に蝋燭を

ともして飾る幻想的

なイベント。湯坂から

五台橋、文殊堂へと

続く道を「氷灯篭」

が幻想的に照らし出

します。 
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